
基準年（H27) H28 H29 H30 R1 R2

実績 6 4 2 5 5 1

目標推移 - 4 4 4 5 5

達成率（％） - 100.0 50.0 125.0 100.0 20.0

・Ｒ２年度は、コロナ禍により採用内定者以外のＩターン者を積極的に受け入れられなかった。
　一方で、コロナ禍により通常の仕事や学生生活を送ることが困難になったＵターン者もいたが、
　住所の移動を伴わないため、Ｕターンの人数にカウントしていない。

基準年（H27） H28 H29 H30 R1 R2

実績 117,789 108,803 116,461 257,708 245,504 173,273

目標推移 - 118,000 119,000 120,000 121,000 122,000

達成率（％） - 92.2 97.9 214.8 202.9 142.0

・実績は、福島県観光客入込状況の数値を引用。（尾瀬入山者数+入湯税徴収者数+道の駅
 尾瀬檜枝岐。※Ｒ２～「檜枝岐の舞台」も地点登録されているが、これまでの推移に合わせて除外）
・H29.8～道の駅尾瀬檜枝岐が開所したことにより、公衆浴場や道の駅駐車場の利用者が増加して
　いるため、目標値は大きく上回っているが、前年度比で約30％減少している。

基準年（H27) H28 H29 H30 R1 R2

実績 3 3 5 5 5 6

目標推移 - 3 5 5 5 5

達成率（％） - 100.0 100.0 100.0 100.0 120.0

・平成27年度時点で、「教育」「医療・福祉」「憩い」の3つの拠点を有している。
・平成29年度中に、「観光」「暮らし」の2つの拠点を整備したことにより、目標達成となった。
・R2　水の郷づくり活性化事業を実施し、翌年度より村内中心部に交流拠点が形成。
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暮らしの拠点施設整備計画　

重要業績評価指標（KPI)達成状況

①Ｉ・Ｕターンによる雇用者数（人/年）

②観光客入込数（人/年）

③小さな拠点の形成数（箇所）



 尾瀬檜枝岐。※Ｒ２～「檜枝岐の舞台」も地点登録されているが、これまでの推移に合わせて除外）
・H29.8～道の駅尾瀬檜枝岐が開所したことにより、公衆浴場や道の駅駐車場の利用者が増加して


